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0.040.04

一部又は全部委託

実施・運営
方法

　キャンパスの運営は、登録した学習グループに施設を貸与する方法と、学習グループ
等で運営委員会を組織し、講座を開設することにより学習の場を提供していく方法があ
る。７小学校区のうち２小学校区で運営委員会を設置した。
　２小学校区については活動費を補助（１０万円×２地区）
　４小学校区については、会場使用の確実性を担保するため管理指導員を配置した。
（活動日数に応じた謝礼支払：１日2,000円）
　職員は、管理指導員の報告書の監督事務。学校と管理指導員、学習グループとの調
整事務。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

　市内小学校の余裕教室を利用して、校区住民が自主的に学習活動を行えるよう支援
し、校区住民が学びを通してふれあいの機会を創出する。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 5 1

教育文化

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

生涯学習

10

名称：

生涯学習のまちづくり基本構想・基本計画、小牧市社会教育関係団体補助金等交付要綱、小牧市立学校区生涯学習キャンパス文化活動開放要綱

4 1

会計区分 一般

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

生涯学習キャンパス運営事業

371

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

教育委員会事務局
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3,058

91.3

2,795

その他財源

1,609

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.20

2,795

0

0

担当係

事業類型

住民の主体的な活動を支援する

一般会計

地域住民組織

1,073536 1,073

Ｈ22決算額

1,678

0

3,058

0.04

対前年比

生涯学習課

社会教育係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金
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実績
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単位

目標
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目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

B 市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

　校区住民にとって生涯学習の活動拠点を失い、校区住民のふれあいの機会が減るこ
とになる。

判定理由

市が実施(改善が必要)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 B

  現行では校区内の開発等により学校の余裕教室が少ない学校も多いことから、余裕
教室の状況を見ながら、利用者の拡大を図っていく。

  余裕教室の代替策が必要であるため。

登録団体数

事業目的の
達成状況

　活動の活発な地域である米野小、本庄小において、児童数の急激な増加や少人数学
習などにより余裕教室が不足し、活動が制限されるようになってきており、登録団体数及
び延べ利用者数が前年度に比べ減少した。
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